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	 生命科学の諸研究分野において、ショウジョウバエを用いた研究が先端的な位置を占め

ている最大の理由は、膨大な遺伝変異系統を縦横に利用できることにあります。そのよう

な多くの系統を研究者が個々に全て維持することは不可能であり、系統を確実に維持保存

し、リクエストに応じて迅速に供給する系統保存事業の存在は研究の命脈を握っていると

いえます。それ故、従来から系統保存事業はショウジョウバエ研究に不可欠なものであり、

欧米、ことにアメリカ合衆国のショウジョウバエ系統保存センターは世界の系統供給の中

心的な役割を果たしてきました。	 

	 

	 平成 14 年にナショナルバイオリソースプロジェクト（NBRP）が発足した当初から、京

都工芸繊維大学ショウジョウバエ遺伝資源センターを代表機関とし、情報・システム研究

機構、愛媛大学、杏林大学を分担機関とする NBRP「ショウジョウバエ」（代表：山本雅

敏）が採択されました。これにより日本のショウジョウバエコミュニティはアメリカ合衆

国のショウジョウバエ系統保存センターに比肩しうる世界最大規模の系統保存センターを

持つにいたりました。日本のコミュニティは本事業を誇りに思うと同時にその貢献に大変

感謝しています。NBRP「ショウジョウバエ」は日本のみならず世界に系統を供給しており、

世界の科学研究に対する日本の大きな貢献の一つであるともいえます。以前喧しかった、

「日本の基礎科学ただ乗り論」に対して、ことショウジョウバエの系統保存に関しては、

日本は世界に大きく胸をはれることになりました。加えて、生物資源争奪が盛んになった

最近の世界情勢を鑑みるに、日本独自の系統保存センターを持つことは戦略的に大きな意

味があります。このような困難な時代に基礎科学を支える NBRP 事業を推進するという高

い見識に敬意を表するものであります。	 	 

	 

	 系統保存センターの運営は一過性のものでなく恒久的に継続させることが肝要であるこ

とは論を俟ちません。今後も日本の基礎科学研究を支える NBRP 事業の恒久的な継続に期

待するとともに、コミュニティとして最大の協力を続けていく所存です。	 

	 

	 日本の基礎科学研究を取り巻く環境は依然として困難な状況にありますが、NBRP「ショ

ウジョウバエ」事業に変らぬ御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げます。	 
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